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(54)【発明の名称】 無線機内蔵型情報端末

(57)【要約】
【課題】  本発明は、必要な血圧測定情報を利用しやす
い表示形態で表示し、かつ、血圧測定情報及び当該血圧
測定情報に基づくアドバイス情報を自動的に送受信する
無線機内蔵型情報端末の提供を目的とする。
【解決手段】  無線機内蔵型情報端末１は、無線モジュ
ール２１，アナログベースバンド部２２及びＣＰＵ２３
からなる送受信制御部２と、ＣＰＵ３１，ＲＡＭ３２，
ＲＯＭ３３，メモリ３４，キーボード３５，血圧値検出
部３６，Ｇ／Ａ（ゲートアレー）３７及びＬＣＤ３８か
らなる情報処理部３と、送受信制御部２および情報処理
部３間の情報を交換する制御用ＵＡＲＴ４とで構成して
ある。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  アドレス帳，メモ帳，電卓機能などのパ
ーソナル・インフォメーション・マネージャー機能を有
する情報処理部と、無線による送受信を行なう送受信制
御部を備えた無線機内蔵型情報端末であって、
前記情報処理部が、血圧測定手段を具備したことを特徴
とする無線機内蔵型情報端末。
【請求項２】  上記請求項１記載の無線機内蔵型情報端
末において、
前記情報処理部の表示画面に、前記血圧測定手段により
測定された血圧測定情報を表示することを特徴とする無
線機内蔵型情報端末。
【請求項３】  上記請求項２記載の無線機内蔵型情報端
末において、
前記血圧測定情報を、指定したサイトに自動配信するこ
とを特徴とする無線機内蔵型情報端末。
【請求項４】  上記請求項３記載の無線機内蔵型情報端
末において、
前記サイトから送信される前記血圧測定情報に基づくア
ドバイス情報を、自動着信することを特徴とする無線機
内蔵型情報端末。
【請求項５】  上記請求項３又は４記載の無線機内蔵型
情報端末において、
前記血圧測定情報を自動配信する条件が、遠隔設定され
ることを特徴とする無線機内蔵型情報端末。
【請求項６】  上記請求項３～５のいずれかに記載の無
線機内蔵型情報端末において、
前記サイトからの前記血圧測定情報の再送要求を自動着
信し、当該血圧測定情報及び／又は最新の血圧測定情報
を、自動配信することを特徴とする無線機内蔵型情報端
末。
【請求項７】  上記請求項１～６のいずれかに記載の無
線機内蔵型情報端末において、
前記血圧測定手段の検査部が、前記情報処理部が収納さ
れる装置本体に設けられたことを特徴とする無線機内蔵
型情報端末。
【請求項８】  上記請求項７記載の無線機内蔵型情報端
末において、
前記検査部が、指を挿入する挿入口を有し、かつ、当該
挿入口が、前記装置本体に穿設されたことを特徴とする
無線機内蔵型情報端末。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、無線機内蔵型情報
端末に関し、特に、血圧測定手段を有し、かつ、血圧測
定情報及び当該血圧測定情報に基づくアドバイス情報を
送受信する無線機内蔵型情報端末に関する。
【０００２】
【従来の技術】近年、小型化された家庭用の血圧測定器
が普及するようになり、たとえば、高血圧などの血圧に
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関する疾患を有する者は、症状が軽い場合、家庭用の血
圧測定器を使用することにより、病院に行かなくても、
自宅で血圧を測定し自己の健康状態を管理できるように
なった。なお、上記血圧測定器は、各家庭で手軽に血圧
を測定できるように、電池駆動方式を採用し、かつ、容
易に携帯できるように小型，軽量化されている。
【０００３】また、このように小型，軽量化された血圧
測定器は、様々な機器への組み込みが可能となり、たと
えば、特開平１０－３１２２４１号公報において、血圧
測定器をコンピュータのポインティングデバイスに組み
込み、血圧測定結果にもとづく分析結果情報と指導情報
を提供する技術が開示されている。
【０００４】また、特開平１１－４７１０１号公報にお
いて、血圧測定器を含む健康情報測定装置を家屋の異な
る部屋に配設し、これらの部屋間の配線工事を行なわな
くても、無線光通信器機を使用することにより、ネット
ワーク化できる家庭用健康管理ネットワークの技術が開
示されている。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】ところが、家庭用の血
圧測定器は、一般的に、携帯性を考慮して小型化されて
いるため、表示画面が小さすぎて見ずらく、また、血圧
測定情報の格納容量が小さいので、最新の測定結果を表
示できるものの、たとえば、血圧の推移情報といった使
用者の利用しやすい情報（グラフ化された情報）を提供
できないといった問題があった。なお、本明細書におい
て、「血圧測定情報」とは、血圧測定値及びこの血圧測
定値の平均値など、血圧測定値に関する種々の処理情報
をいうものとする。
【０００６】また、従来の血圧測定器の使用者は、血圧
測定値を有効に活用した健康管理を行なうため、たとえ
ば、血圧測定値をグラフ用紙にプロットして、血圧測定
値を見やすい表示形態に変換したり、医療機関に血圧測
定情報を連絡して、診てもらったりしているが、これら
健康管理に付随する作業が面倒で煩わしいといった問題
があった。
【０００７】また、上記特開平１０－３１２２４１号公
報および特開平１１－４７１０１号公報において開示さ
れた技術は、使用する場所が限定されてしまうととも
に、システムが大掛かりとなり、手軽にかつ高額な経費
をかけずに健康管理を希望する者にとっては、結果的
に、利用できないといった問題があった。
【０００８】そこで、本発明は、上記問題を解決すべ
く、必要な血圧測定情報を利用しやすい表示形態で表示
し、かつ、血圧測定情報及び当該血圧測定情報に基づく
アドバイス情報を自動的に送受信する無線機内蔵型情報
端末の提供を目的とする。
【０００９】なお、最近の情報通信機器は、利用者が常
時携帯できるほど小型，軽量化されており、アドレス
帳，メモ帳，電卓機能などのパーソナル・インフォメー
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ション・マネージャー機能（適宜、ＰＩＭ機能と略称す
る。）を有するＰＤＡ（パーソナル・デジタル・アシス
タント）端末や、送受信機能を有する無線装置を内蔵し
たメール端末など、様々な機能を有する情報通信機器
が、開発，実用化されている。
【００１０】そして、本発明者は、ＰＩＭ機能で使用す
る豊富なメモリ容量，入力しやすい操作手段，及び，自
動的に内部情報の配信や外部情報の着信を行なう機能を
有する無線機内蔵型情報端末に、血圧測定手段を組み込
むことを想到したものである。
【００１１】
【課題を解決するための手段】上記目的を達成するため
に、本発明における請求項１記載の無線機内蔵型情報端
末は、アドレス帳，メモ帳，電卓機能などのパーソナル
・インフォメーション・マネージャー機能を有する情報
処理部と、無線による送受信を行なう送受信制御部を備
えた無線機内蔵型情報端末であって、前記情報処理部
が、血圧測定手段を具備した構成としてある。
【００１２】このように、豊富な機能（ＰＩＭ機能）を
有する情報処理部に、血圧測定手段を組み込むことによ
り、情報処理部のメモリ容量や表示手段などを血圧測定
手段に利用できるので、部品の共用化を行なうことがで
き、また、使用者が必要とする血圧測定情報を提供する
ことができる。
【００１３】請求項２記載の発明は、上記請求項１記載
の無線機内蔵型情報端末において、前記情報処理部の表
示画面に、前記血圧測定手段により測定された血圧測定
情報を表示する構成としてある。
【００１４】このようにすると、ＰＩＭ機能の表示に使
用される大きな表示画面に、血圧測定情報を表示できる
ので、視認性を改善できる。
【００１５】請求項３記載の発明は、上記請求項２記載
の無線機内蔵型情報端末において前記血圧測定情報を、
指定したサイトに自動配信する構成としてある。
【００１６】このようにすると、使用者は、たとえば、
血圧測定情報を医療機関などへ自動配信することがで
き、健康管理に付随する煩わしい作業を行なわなくても
済む。
【００１７】請求項４記載の発明は、上記請求項３記載
の無線機内蔵型情報端末において、前記サイトから送信
される前記血圧測定情報に基づくアドバイス情報を、自
動着信する構成としてある。
【００１８】このようにすると、使用者は、たとえば、
医療機関などからの、血圧測定情報に基づくアドバイス
情報を自動着信することができ、定期的な指導を容易に
受けることができる。
【００１９】請求項５記載の発明は、上記請求項３又は
４記載の無線機内蔵型情報端末において、前記血圧測定
情報を自動配信する条件が、遠隔設定される構成として
ある。
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【００２０】このようにすると、たとえば、血圧測定情
報の自動配信される医療機関が、送信された血圧測定情
報にもとづいて、血圧測定情報の自動配信される間隔を
変更することができる。
【００２１】請求項６記載の発明は、上記請求項３～５
のいずれかに記載の無線機内蔵型情報端末において、前
記サイトからの前記血圧測定情報の再送要求を自動着信
し、当該血圧測定情報及び／又は最新の血圧測定情報
を、自動配信する構成としてある。
【００２２】このようにすると、たとえば、血圧測定情
報が自動配信される医療機関が、血圧測定情報の再送要
求を行なうと、自動的に、血圧測定情報が配信されるの
で、使用者は、健康管理に付随する作業を行なわなくて
も済む。
【００２３】請求項７記載の発明は、上記請求項１～６
のいずれかに記載の無線機内蔵型情報端末において、前
記血圧測定手段の検査部が、前記情報処理部が収納され
る装置本体に設けられた構成としてある。
【００２４】このように、血圧測定手段本体と分離した
形態となりやすい検査部を装置本体に設けることによ
り、携帯性を改善することができる。
【００２５】請求項８記載の発明は、上記請求項７記載
の無線機内蔵型情報端末において、前記検査部が、指を
挿入する挿入口を有し、かつ、当該挿入口が、前記装置
本体に穿設された構成としてある。
【００２６】このようにすると、利用者は、無線機内蔵
型情報端末を手に持った状態で、指を下方から挿入口に
挿入することができるし、また、無線機内蔵型情報端末
を置いた状態で、指を上方から挿入することもできるの
で、容易に血圧を測定できる。
【００２７】
【発明の実施の形態】以下、本発明における無線機内蔵
型情報端末の実施形態について、図面を参照して説明す
る。まず、無線機内蔵型情報端末の構成について説明す
る。図１は、本発明の無線機内蔵型情報端末の構成を説
明するための概略ブロック図を示している。
【００２８】同図において、無線機内蔵型情報端末１
は、情報端末としての無線モジュール２１，アナログベ
ースバンド部２２及びＣＰＵ２３からなる送受信制御部
２と、ＣＰＵ３１，ＲＡＭ３２，ＲＯＭ３３，メモリ３
４，キーボード３５，血圧値検出部３６，Ｇ／Ａ（ゲー
トアレー）３７及びＬＣＤ３８からなる情報処理部（パ
ーソナル・インフォーメーション・ユニット部）３と、
送受信制御部２および情報処理部３間の情報を交換する
制御用ＵＡＲＴ４とで構成してある。
【００２９】ここで、送受信制御部２は、無線モジュー
ル２１，無線モジュール２１からの情報をベースバンド
に変更するアナログベースバンド部２２，及び，アナロ
グベースバンド部３からの情報を処理するＣＰＵ２３
が、相互に電気的に接続され、ディジタル携帯電話とし
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ての機能を発揮する構成としてある。
【００３０】このようにすると、最近、急激に普及して
いるディジタル携帯電話機能を利用することができるの
で、使用者は、血圧測定情報などの情報を、容易に他の
サイトへ送信したり、他のサイトから情報（アドバイス
情報）を受信することができる。
【００３１】情報処理部３は、ＲＡＭ３２，ＲＯＭ３
３，メモリ３４，キーボード３５，血圧値検出部３６及
びＧ／Ａ３７が、ＣＰＵ３１と電気的に接続され、さら
に、ＬＣＤ３８がＧ／Ａ３７と電気的に接続してある。
【００３２】ＣＰＵ３１は、キーボード３５からの入力
情報，血圧値検出部３６からの血圧測定情報，及び，送
受信制御部２からの情報を処理し、また、文字情報を有
するＲＯＭ３３，ＰＩＭ機能の情報を格納するメモリ３
４，表示内容を一時的に格納するＲＡＭ３２，及び，Ｇ
／Ａ３７を介して、後述する各表示画面をＬＣＤ３８に
表示する。
【００３３】このように、無線機内蔵型情報端末１は、
血圧値検出部３６が、情報処理部３に組み込まれてお
り、情報処理部３のメモリ３４やＬＣＤ３８などを利用
できるので、部品費を増加させないで、血圧測定情報を
グラフ化するなどの複雑な処理を行なうことができる。
また、ＬＣＤ３８は、ＰＩＭ機能の表示に使用される大
きな表示画面であり、血圧測定情報を表示するには十分
な大きさを有しているので、血圧測定情報を見やすく表
示することができる。
【００３４】ＵＡＲＴ４は、送受信制御部２と情報処理
部３の情報伝達手段として、ＣＰＵ２３およびＣＰＵ３
１と電気的に接続してあり、相互に情報を伝達する。こ
のようにすると、無線機内蔵型情報端末１は、血圧測定
情報を、指定したサイト（たとえば、医療機関）に自動
配信したり、サイトから送信される血圧測定情報に基づ
くアドバイス情報を、自動着信することができるので、
使用者は、健康管理に付随する煩わしい作業を行なわな
くても済む。また、医療機関による定期的な指導情報
（アドバイス情報）を容易に受けることができる。
【００３５】また、血圧測定情報を自動配信する条件
が、遠隔設定される構成としてもよく、このようにする
と、たとえば、血圧測定情報が自動配信される医療機関
が、送信された血圧測定情報にもとづいて、血圧測定情
報の自動配信される間隔を変更することができる。これ
により、医療機関は、たとえば、血圧測定情報が良好な
ときは、送信間隔を長く設定することができる。
【００３６】さらにまた、サイトからの血圧測定情報の
再送要求を自動着信し、血圧測定情報及び／又は最新の
血圧測定情報を、自動配信する構成としてもよく、この
ようにすると、たとえば、血圧測定情報が自動配信され
る医療機関が、血圧測定情報の再送要求を行なうと、自
動的に、血圧測定情報などが配信されるので、使用者
は、健康管理に付随する作業を行なわなくても済む。
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【００３７】血圧値検出部３６は、図２に示すように、
ＣＰＵ３１と電気的に接続された血圧値照合部３６１，
血圧値照合部３６１と電気的に接続された血圧値基準演
算部３６２，血圧値照合部３６１と電気的に接続された
血圧値処理部３６３，血圧値処理部３６３と電気的に接
続された簡易コンプレッサ３６４，簡易コンプレッサ３
６４と電気的に接続された検査部３６５，及び，血圧値
処理部３６３と電気的に接続された血流検知部３６６と
で構成してある。
【００３８】ここで、血圧値照合部３６１は、ＣＰＵ３
１と相互に情報を伝達するとともに、血圧値処理部３６
４からの血圧測定情報を格納し、血圧値基準演算部３６
２が算出する血圧測定値の平均値や、前に測定した血圧
測定情報と比較し、高くなっているか否かを判断する。
【００３９】また、血圧値処理部３６３は、簡易コンプ
レッサ３６４を制御し、収縮可能な材料からなる検査部
３６５で、たとえば、使用者の人差し指の周囲を圧迫
し、人差し指の血流を検知する血流検知部３６６から得
られた情報を数値化し、オシロメトリック法などの公知
の方法で血圧測定値（血圧最大値および血圧最小値）を
算出する。また、血圧値基準演算部３６２は、血圧値処
理部３６３からの血圧測定値にもとづいて血圧最大値お
よび血圧最小値の平均値を算出する。
【００４０】次に、無線機内蔵型情報端末の構造につい
て、図面を参照して説明する。図３は、本発明の無線機
内蔵型情報端末の概略外観図を示している。同図におい
て、無線機内蔵型情報端末１は、平板状の装置本体５
と、装置本体５に回動自在に取り付けられた表示部６と
からなる、折り畳み構造を有している。なお、折り畳み
構造とすることにより、キー操作不要時の誤動作を防止
できる。
【００４１】ここで、装置本体５は、正面にキーボード
３５が設けてあり、さらに、キーボード３５の奥側に、
検査部３６５として、人差し指を挿入する挿入口５１が
穿設してあり、表示部６を開いて、挿入口５１に人差し
指を容易に挿入できる構造としてある。
【００４２】このようにすると、血圧測定手段から分離
した形態となりやすい検査部を装置本体に設けることが
できるので、無線機内蔵型情報端末の携帯性を改善でき
る。また、使用者は、無線機内蔵型情報端末１を手に持
った状態で、指を下方から挿入口５１に挿入することが
できるし、また、無線機内蔵型情報端末１を置いた状態
で、指を上方から挿入することもできるので、容易に血
圧を測定することができる。
【００４３】また、表示部６は、無線モジュール２１と
電気的に接続するアンテナ６１およびＬＣＤ３８が設け
てあり、使用者は、血圧測定を行ないながらＬＣＤ３８
を見ることができるので、血圧測定情報をいち早く知る
ことができる。
【００４４】また、キーボード３５は、たとえば、図４
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7
に示すように、挿入口５１と隣接して十字キー３５１
を、挿入口５１の手前側にスタートキー３５２を、装置
本体５の側面に電源スイッチ５２を、配設した構成とし
てある。このようにすると、挿入口５１に指を挿入した
状態でも、ＬＣＤ３８を見ながらキーを操作することが
でき、操作性を向上させることができる。
【００４５】次に、上記構造を有する無線機内蔵型情報
端末の動作及び作用について説明する。まず、使用者
は、図３に示すように、表示部６を開いてキーボード３
５を操作できるように装置本体５を所持し、ＰＩＭ機能
を有する情報処理部３に設置した血圧値測定モードを選
択する。そして、無線機内蔵型情報端末は、ＬＣＤ３８
に血圧値測定を開始する旨の表示（図示せず）を出力す
る。
【００４６】次に、使用者が、挿入口５１に人差し指を
挿入し、スタートキー３４２を押すと、無線機内蔵型情
報端末１は、血圧値処理部３６３が、簡易コンプレッサ
３６４を作動させ、検査部３６５が、人差し指を圧迫し
血流に軽い負荷をかける。
【００４７】続いて、血圧値処理部３６３は、血流検知
部３６６で血流を感知し、血圧最大値が計測可能である
ことを確認すると、簡易コンプレッサ３６４を停止し、
序々に検査部３６５の圧迫を弱めながら血圧最小値を取
得する。
【００４８】そして、血圧値基準演算部３６２は、血圧
値処理部３６３から入力した血圧測定値をもとに、血圧
最大値および血圧最小値の平均値を算出し、血圧値照合
部３６１に格納する。
【００４９】続いて、血圧値検出部３６は、血圧値照合
部３６１に格納された血圧測定情報を、ＣＰＵ３１に伝
達し、ＲＯＭ３３に格納されている文字テーブルと照合
し、指定された表示携帯に変換し、さらに、ＲＡＭ３２
で表示形態を整え、Ｇ／Ａ３７がＬＣＤ３８を起動し、
図５に示す血圧値検出機能による血圧測定情報表示画面
を表示する。
【００５０】この血圧測定情報表示画面には、最新の血
圧値および平均した血圧値が、数字で表示されるととも
に、過去の血圧値が横棒によりグラフ化され表示され、
さらに、今月の血圧値の推移が棒線によりグラフ化され
て表示される。なお、本表示画面における現在の血圧値
は、最大値：１２４ｍｍＨｇ，最小値６０ｍｍＨｇ、平
均した血圧値は、最大値１３０ｍｍＨｇ，最小値６５ｍ
ｍＨｇを示している。
【００５１】また、同図のグラフ表示は、‘毎月’が設
定されているので、取得した過去一ヶ月間の血圧値を日
単位でグラフ化して表示してある。また、図示してない
が、最新の血圧値と平均した血圧値とを比較し、減少
（良い）方向へ推移した場合は、棒線の代りに☆，○印
を表示し、また、増加（悪い）方向へ推移した場合は、
■，▲印を表示し、視覚に訴えて容易に血圧状態を把握
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できるように、複数のアイコンマークで表示させること
もできる。なお、アイコンマークの適用方法は、上記例
に限定するものではないことは、勿論である。
【００５２】また、血圧測定情報表示画面の表示形態や
使用者情報の詳細な設定は、図６に示すＰＩＭ機能にお
ける環境設定モードの個人情報設定画面上で、キーボー
ド３５入力により設定できる。設定内容は、血圧測定情
報とともに送信される、一般的な、被測定者（無線機内
蔵型情報端末の使用者）情報であり、具体的には、生年
月日，身長，体重，性別，グラフ表示の種類を選択する
表示グラフ，及び，自動配信の通信設定である。
【００５３】なお、同図において、１９７０年１月１日
生まれ、身長１７０ｃｍ、体重５５Ｋｇの男性で、血圧
測定情報表示画面のグラフは‘毎月’表示とし、自動配
信‘あり’をそれぞれ設定している。また、グラフの選
択を、‘毎日’，‘毎週’に変更すると、グラフ表示の
時間軸（横軸）が変更されて表示される。
【００５４】さらに、無線機内蔵型情報端末１は、情報
処理部３のＰＩＭ機能を利用することにより、図示して
ないが、グラフ表示の表示から選択された日時の血圧値
を読み出したり、グラフ表示を任意の大きさに変更する
こともできる。また、血圧測定情報の他に、心拍数を表
示させる構成とすることもできる。
【００５５】また、使用者が、通信設定を‘あり’に設
定すると、無線機内蔵型情報端末１は、図７に示す通信
設定画面に移行し、取得した血圧値情報を自動配信する
ための条件を設定することができる。
【００５６】つまり、同図において、血圧値検出機能に
おける通信設定画面として、血圧値情報の自動配信可否
と、自動配信する間隔と、使用者情報送付の可否と、自
動配信する血圧値情報範囲と、再要求許可の可否と、自
動配信する場合の送信指定日時の設定と、送信するサイ
ト（配信先）を指定するＵＲＬ（Ｕｎｉｆｏｒｍ  Ｒｅ
ｓｏｕｒｃｅ  Ｌｏｃａｔｏｒ）指定が表示され、使用
者は、各情報をキーボード３５から入力し、設定するこ
とができる。
【００５７】なお、本表示画面においては、指定のＵＲ
Ｌに毎月１５日のＡＭ９時に、使用者情報と一緒に、過
去３０日間に取得した血圧の最大値及び最小値を自動配
信するように設定されており、また、医療機関からの再
送要求に対する自動配信を許可している。また、自動配
信指定として、‘毎日’を選択した場合には、配信指定
日時の配信時間に、‘毎週’を選択した場合には、曜日
と時間をそれぞれ設定する。
【００５８】なお、指定のＵＲＬ指定は、複数登録し配
信することもできる。また、本発明の無線機内蔵型情報
端末は、無線モジュール２で受信した内容を、アナログ
ベースバンド２２、ＣＰＵ２３、ＵＡＲＴ４を介し、Ｃ
ＰＵ３１で処理する機能を有しているので、同図の各設
定を遠隔操作で変更したり、新たに設定することも可能
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9
であり、さらに、再送要求も可能である。
【００５９】上述したように、本発明における無線機内
蔵型情報端末は、ＰＩＭ機能及び通信機能を有効に利用
しているので、使用者は、送信した血圧測定情報にもと
づいて、医療機関から今後の食生活や運動に関するアド
バイス情報を入手することができたり、リアルタイムの
健康管理を実践できる。また、医療機関にとっても、血
圧測定情報の再送要求が可能となり、必要に応じて、医
療機関の判断で、最新の血圧測定情報を入手することが
できる。
【００６０】また、無線機内蔵型情報端末は、情報処理
部のＰＩＭ機能を有効に利用することにより、血圧測定
情報に関して様々な処理を行なったり、大容量のメモリ
を利用して、血圧測定情報を保管しておくことができ
る。
【００６１】次に、本発明に係る無線機内蔵型情報端末
の応用例について、図面を参照して説明する。図８は、
本発明に係る無線機内蔵型情報端末の応用例の構造を説
明するための概略図を示しており、（ａ）は装置本体の
底面図を、（ｂ）は検査部を取り出した状態の外観図を
示している。
【００６２】同図において、無線機内蔵型情報端末は、
上腕部を覆う収縮性を有する柔軟な材料からなる検査部
５３を、装置本体５の下面に収納した構造としてある。
このようにすると、収納蓋５４を回動させて、検査部５
３を容易に取り出すことができ、また、上腕部を覆うタ
イプの検査部５３により、精度良く血圧を測定すること
ができる。なお、上記検査部の収納構造は、一例であ
り、この構造に限定するものでないことは、勿論であ
る。
【００６３】
【発明の効果】以上説明したように、本発明の無線機内
蔵型情報端末によれば、ＰＩＭ機能を有する情報処理部
に、血圧測定手段を組み込むことにより、必要な血圧測
定情報を利用しやすい表示形態で表示することができ
る。
【００６４】また、本発明の無線機内蔵型情報端末によ
れば、送受信制御部を介して、血圧測定情報及び当該血
圧測定情報に基づくアドバイス情報を自動的に送受信す
ることができるので、たとえば、血圧測定情報を医療機
関などへ自動配信したり、血圧測定情報に基づくアドバ
イス情報を自動着信するすることができ、健康管理に付
随する煩わしい作業を行なわなくても済む。
【００６５】さらにまた、本発明の無線機内蔵型情報端
末によれば、血圧測定手段の検査部を無線機内蔵型情報
端末の装置本体に設けることにより、携帯性を損なうこ
となく、血圧測定を容易に行なうことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】図１は、本発明の無線機内蔵型情報端末の構成
を説明するための概略ブロック図を示している。
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【図２】図２は、本発明の無線機内蔵型情報端末におけ
る血圧値検出部の構成を説明するための概略ブロック図
を示している。
【図３】図３は、本発明の無線機内蔵型情報端末の概略
外観図を示している。
【図４】図４は、本発明の無線機内蔵型情報端末におけ
るキー配置を説明するための概略図を示しており、
（ａ）は上面図を、（ｂ）は側面図を示している。
【図５】図５は、本発明の無線機内蔵型情報端末の血圧
値検出機能における血圧測定情報表示画面を説明するた
めの概略表示例を示している。
【図６】図６は、本発明の無線機内蔵型情報端末の血圧
値検出機能における個人情報設定画面を説明するための
概略表示例を示している。
【図７】図７は、本発明の無線機内蔵型情報端末の血圧
値検出機能における通信設定画面を説明するための概略
表示例を示している。
【図８】図８は、本発明に係る無線機内蔵型情報端末の
応用例の構造を説明するための概略図を示しており、
（ａ）は装置本体の底面図を、（ｂ）は検査部を取り出
した状態の外観図を示している。
【符号の説明】
１  無線機内蔵型情報端末
２  送受信制御部
３  情報処理部
４  ＵＡＲＴ
５  装置本体
６  表示部
２１  無線モジュール
２２  アナログベースバンド部
２３  ＣＰＵ
３１  ＣＰＵ
３２  ＲＡＭ
３３  ＲＯＭ
３４  メモリ
３５  キーボード
３６  血圧値検出部
３７  Ｇ／Ａ
３８  ＬＣＤ
５１  挿入口
５２  電源スイッチ
５３  検査部
５４  収納蓋
６１  アンテナ
３５  十字キー
３５２  スタートキー
３６１  血圧値照合部
３６２  血圧値基準演算部
３６３  血圧値処理部
３６４  簡易コンプレッサ
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３６５  検査部 *
12

*３６６  血流検知部

【図１】

【図２】 【図３】

【図５】

【図６】

【図７】
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